北条鉄道車両活用イベント事業助成金交付要綱

（目的）

第1条　この要綱は、加西の観光資源である北条鉄道の車両（以下「鉄道車両」という。）を活用し、北条鉄道の魅力向上を図る事業に対し、予算の範囲内で助成金を交付することについて、必要な事項を定めるものとする。
（助成対象者）
第2条　事業の対象となるものは、民間団体もしくは個人で次に掲げる要件を全て満たすものとする。

（１） 加西市及び北条鉄道をこよなく愛する団体、もしくは個人
（２） 政治活動及び宗教活動を目的としないこと。

（３）加西市暴力団排除条例（平成24年加西市条例第１号）第２条第１号に規定する暴力団、同条第２号に規定する暴力団員又は同条第３号に規定する暴力団員密接関係者でないこと。
（助成対象事業）
第3条　助成金の交付の対象となる事業は、次に掲げる事業とする。
（1） 助成対象事業は、民間団体もしくは個人が車両を活用し、北条鉄道の魅力向上、PRが期待できる事業とする。

（２） 国、兵庫県又は加西市等から既に助成を受けている事業は、助成対象から除外する。

（助成対象経費）

第4条　助成対象経費は、下記に掲げる経費とする。
（１）鉄道車両借上げに要する経費
（２）北条鉄道が所有する放送・音響設備借上げに要する経費
（３）その他会長が必要と認める経費
（助成金の額等）
第5条　助成金の額は、予算の範囲内において１件あたり10万円を限度とし、助成対象経費に千円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額とする。
（交付申請及び決定）

第6条　助成金の交付を受けようとする者は、交付申請書（様式第1号）に次に掲げる書類を添えて、会長に提出するものとする。

（１） 事業計画書

（２） 収支予算書 

（３） その他会長が必要と認める書類

２　会長は、前項の交付申請があったときは、当該申請に係る書類等を審査し、助成金の交付を適当と認めたときは、助成金の交付を決定し、交付の申請をした者に対して交付決定通知書により通知するものとする。
３ 助成金の交付は、当該年度において１団体につき3回を限度とする。
（決定内容の変更）
第７条　前条第２項の通知を受けた者（以下「助成決定者」という。）は、当該決定に係る内容を変
更しようとするとき又は中止しようとするときは、助成金変更（中止）申請書（様式第２号）に理由
を付して会長に提出しなければならない。

（決定内容の変更承認）

 第9条 会長は、前条の規定により変更の申請があったときは、その内容を審査し、当該申請の内容

に係る承認の可否について決定し、助成金変更（中止）決定通知書により助成決定者に通知するものとする。
（助成事業の実施）

第10条 助成決定者は、令和7年3月23日（日）までに助成対象事業を完了しなければならない。

（実績報告）

第11条 助成決定者は、事業完了後、会長が指定する日までに、実績報告書（様式第３号）に、次に
掲げるものを添えて会長に報告しなければならない。

（１）事業実績書
（２）収支計算書
（３）その他会長が必要と認める書類等
（額の確定）

第12条　会長は、前条に規定する実績報告があったときは、その内容を審査し、適当と認めたとき
は、交付すべき助成金の額を確定し、助成決定者に対して助成金額確定通知書により通知するものと
する。

（助成金の支払い）

第13条　前条の通知を受けた助成決定者は、助成金額確定通知書を北条鉄道株式会社（以下、「鉄
道」とする）に通知書を提出するものとする。

（助成金の交付）
第14条　会長は、前条の規定により鉄道から助成金の請求があったときは、速やかに助成金額を鉄
道へ支払うこととする。
（交付決定の取消し又は返還）
第15条　会長は、助成決定者が次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、当該交付決定の全
部又は一部を取り消すことができる。
(１)　虚偽の申請その他不正行為により助成金の交付の決定を受けたとき
(２)　事業の実施が著しく不適当であると認められたとき
(３)　前各号に掲げる場合のほか、この要綱の規定に違反したとき
２　助成決定者は、前項の規定により、助成金の交付決定を取消した場合において、既に助成金が支
払われているときは、その全部又は一部を会長に支払わなければならない。
（その他）
第16条　この要綱に定めるもののほか、助成金の交付に関して必要な事項は、会長が別に定める。

附　則
この要綱は、令和６年７月１日から施行する。 
